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隋
・
唐
・
宋
代
の
大
運
河    

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 

村 

太 

一    
     

一
九
九
五
年
春
、
朝
日
新
聞
社
・
日
本
歩
け
歩
け
協
会
の
共
催
で

「
平
成
の
遣
唐
使
・
踏
査
隊
」
が
派
遣
さ
れ
、
筆
者
も
学
術
担
当
と

し
て
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。    

 

こ
の
隊
の
記
録
は
、
前
号
（『
栃
木
史
学
』
第
10
号
）
に
、
佐
藤

政
美
氏
が「
遣
唐
使
の
道
を
歩
く
」と
題
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
筆
者
が
担
当
し
た
隋
〜
宋
代
の
大
運
河
に
関
す

る
調
査
で
得
ら
れ
た
二
、
三
の
知
見
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。    

 

な
お
、
隊
の
学
術
調
査
責
任
者
で
あ
る
鈴
木
靖
民
国
学
院
大
学
教

授
は
、『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
記
録
が
あ
る
承
和
度
遣
唐
使
に
つ

い
て
、
そ
の
上
陸
地
点
を
中
心
に
調
査
・
研
究
を
進
め
ら
れ
た
。
そ

の
成
果
に
つ
い
て
は
、
徐

著
・
鈴
木
靖
民
訳
「
円
仁
の
入
唐
求
法

経
路
考
―
中
国
江
蘇
省
南
通
・
如
皐
に
お
け
る
上
陸
地
と
経
路
―
」

（
林
陸
朗
・
鈴
木
靖
民
編
『
日
本
古
代
の
国
家
と
祭
儀
』
雄
山
閣
）

に
詳
し
い
の
で
、
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。    

図１ 宋代の主要運河 
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一 

大
運
河
の
堰
と
閘 

 

大
運
河
に
は
、「
堰
」「
閘
」
と
称
さ
れ
る
施
設
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
は
、
訓
読
み
で
は
共
に
「
せ
き
」
と
読
む
。
要
す
る
に
運
河
の
水

を
せ
き
止
め
る
設
備
で
、
一
種
の
ダ
ム
と
考
え
て
良
い
。    

 

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
施
設
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
は
、
若
干
の
説
明

を
要
し
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
大
運
河
は
水
上
交
通
路
で
あ
り
、
ダ
ム

を
設
け
て
し
ま
う
と
、船
の
交
通
を
遮
断
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。    

 

そ
れ
で
は
、
何
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
の
か
。
一
言
で
い
え
ば
、

運
河
内
の
水
量
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。
中
国
大
陸
は
非
常
に
平

坦
で
あ
る
た
め
、
内
陸
河
川
の
水
量
が
潮
汐
作
用
の
影
響
を
受
け
や

す
い
。つ
ま
り
干
潮
時
に
は
、水
が
ど
ん
ど
ん
海
に
流
れ
て
し
ま
い
、

運
河
内
の
水
量
が
減
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。    

 

ま
た
、水
量
そ
の
も
の
が
豊
富
と
は
い
え
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

特
に

河
（
黄
河
―
淮
河
間
）
は
、
黄
河
の
影
響
を
受
け
、
乾
期
に

は
航
行
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
開
通
期
間
中
で
も
、

水
量
を
確
保
す
る
た
め
に
、
灌
漑
用
水
と
し
て
の
使
用
を
禁
ず
る
法

令
が
度
々
出
さ
れ
て
い
る
。    

 

こ
の
よ
う
に
、
自
然
条
件
に
よ
っ
て
変
化
す
る
水
量
を
一
定
に
保

つ
た
め
、
あ
る
い
は
水
そ
の
も
の
が
枯
渇
す
る
の
を
防
い
で
交
通
を

維
持
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
施
設
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
せ
き
止

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
区
間
内
の
流
れ
を
緩
や
か
に
し
、
遡
上
方
向

の
交
通
を
容
易
に
す
る
と
い
う
効
果
も
あ
っ
た
ろ
う
。    

    

１ 

堰
の
構
造 

 

堰
は
、
文
字
通
り
完
全
に
流
れ
を
せ
き
止
め
て
し
ま
う
構
造
の
施

設
で
あ
る
。こ
の
堰
を
ど
の
よ
う
に
し
て
船
が
越
え
た
か
と
い
う
と
、

満
潮
な
ど
で
水
量
が
増
え
高
低
差
が
減
っ
た
時
間
帯
を
見
計
ら
っ
て
、

堰
の
上
に
船
を
ず
る
ず
る
と
引
っ
張
り
上
げ
た
り
、
堰
の
下
に
降
ろ

し
た
り
し
た
の
で
あ
る
。    

  

船
を
引
っ
張
り
上
げ
る
動
力
に
は
人
力
が
用
い
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
宋
代
中
国
を
訪
れ
彼
の
地
で
没
し
た
日
本
僧
成

尋
の
日
記
『
参
天
台
五
台
山
記
』
に
は
、
牛
を
使
っ
た
興
味
深
い
例

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
、
次
に
掲
げ
る
。    

    

（
史
料
１
）『
参
天
台
五
台
山
記
』
煕
寧
五
年
九
月
九
日
条    

天
晴
。
卯
時
越
堰
。
左
右
各
有
轆
轤
五
。
以
水
牛
十
六
頭
左
右
各
八

頭
。
辰
時
過
十
八
里
至
蔡
縣
暫
駐
船
。
同
二
點
出
船
。
未
時
過
五
十

四
里
至
丹
陽
縣
駐
船
。
同
二
點
出
船
。
丑
時
過
七
十
五
里
至
潤
州
南

門
宿
。
七
時
行
法
了
。    

    

（
史
料
２
）『
参
天
台
五
台
山
記
』
煕
寧
五
年
九
月
十
一
日
条    

天
晴
。
申
時
以
牛
十
四
頭
左
右
各
七
越
堰
。
依
堰
司
命
上
陸
見
越
船

最
以
希
有
也
。
七
時
行
法
了
。    
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（
史
料
３
）『
参
天
台
五
台
山
記
』
煕
寧
五
年
九
月
十
三
日
条    

天
晴
。
卯
時
越
堰
。
牛
廿
二
頭
。
左
右
各
十
一
。
牽
上
入
上
河
。
々

左
有
廊
五
十
間
。
毎
間
有
立
隔
。
午
時
至
揚
子
鎮
。
江
都
縣
駐
船
。

此
河
隋
煬
帝
所
堀
也
。
堀
溝
寛
二
丈
餘
。
直
流
弃
曲
。
未
四
點
過
十

里
至
揚
州
安
賢
亭
。（
後
略
）    

     

煕
寧
五
年
は
、
日
本
で
は
延
久
四
年
、
西
暦
で
は
一
〇
七
二
年
に

当
た
る
。（
史
料
１
〜
３
）
は
、
成
尋
が
杭
州
（
浙
江
省
杭
州
市
）
か

ら
、
北
宋
の
首
都
で
あ
る
東
京
開
封
府
（
河
南
省
開
封
市
）
に
向
か

っ
て
い
る
時
の
記
録
で
あ
る
。（
史
料
１
）
は
、
長
江
南
岸
に
位
置
す

る
潤
州
州
城
（
江
蘇
省
鎮
江
市
）
の
南
方
に
あ
る
牛
堰
宿
の
様
子
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
堰
の
左
右
に
「
轆
轤
（
ろ
く
ろ
）」
が
あ
り
、
左

右
八
頭
ず
つ
合
計
十
六
頭
の
牛
を
使
っ
て
、
堰
を
越
え
て
い
る
こ
と

が
見
え
る
。「
牛
堰
宿
」と
い
う
地
名
は
前
日
条
に
見
え
る
も
の
だ
が
、

「
牛
を
使
っ
て
越
え
さ
せ
る
堰
」
と
い
う
意
味
の
一
般
名
詞
が
、
そ

の
ま
ま
地
名
に
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。    

 

ま
た
（
史
料
２
）
は
、
潤
州
州
城
と
長
江
の
間
に
あ
る
堰
で
の
様

子
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
堰
司
」
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
お
そ
ら

く
堰
司
は
、
堰
や
そ
れ
を
越
え
る
船
を
管
理
・
監
督
す
る
役
所
か
役

人
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
成
尋
は
、
堰
司
の
命
令
に
よ
り
下
船
・
上
陸

し
て
、
船
が
曳
き
上
げ
ら
れ
る
様
子
を
見
物
し
て
い
る
。    

 

（
史
料
３
）
は
、
長
江
を
北
へ
渡
っ
た
後
、
揚
州
州
城
（
江
蘇
省

揚
州
市
）
に
至
る
間
に
位
置
す
る
堰
の
記
録
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

堰
を
越
え
る
様
子
を
「
牽
上
入
上
河
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
船
を
引
っ
張
り
上
げ
る
方
法
で
堰
を
越
え
さ
せ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
こ
の
他
の
条
文
で
も
、「
曳
越
」
と
い
う
表
現
が
多
く

用
い
ら
れ
て
い
る
。    

  

以
上
の
点
を
基
に
、
船
が
堰
を
越
え
る
シ
ス
テ
ム
を
推
測
し
て
み

よ
う
。
ま
ず
、
水
を
せ
き
止
め
る
ダ
ム
に
は
緩
や
か
な
ス
ロ
ー
プ
が

設
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
船
を
引
っ
張
り
上
げ

る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。    

  

ま
た
、
運
河
の
両
岸
、
お
そ
ら
く
は
ダ
ム
の
両
端
に
轆
轤
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
想
像
す
る
に
こ
れ
は
、
水
平
に
回
転
す
る
ド
ラ
ム
状

の
も
の
で
、
こ
の
回
転
ド
ラ
ム
に
ロ
ー
プ
な
い
し
ワ
イ
ヤ
ー
の
一
端

が
固
定
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
轆
轤
を
回
転
さ
せ

る
動
力
と
し
て
、
牛
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。    

 

す
な
わ
ち
、
轆
轤
か
ら
の
び
る
ロ
ー
プ
を
船
に
結
び
つ
け
、
轆
轤

を
牛
で
回
転
さ
せ
る
こ
と
で
そ
の
ロ
ー
プ
を
巻
き
取
っ
て
い
き
、
そ

の
力
で
堰
の
上
に
船
を
引
っ
張
り
上
げ
る
シ
ス
テ
ム
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
牛
を
動
力
と
し
た
ウ
イ
ン
チ
と
い
え
よ
う
か
。    

 

芸
が
細
か
い
の
は
、
運
河
両
岸
に
轆
轤
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
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で
あ
る
。
一
方
の
岸
に
し
か
轆
轤
を
設
け
な
け
れ
ば
、
船
は
そ
の
轆

轤
に
向
か
っ
て
斜
め
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
数
頭
の

牛
が
歩
き
回
る
ス
ペ
ー
ス
と
轆
轤
施
設
を
支
え
る
地
盤
が
必
要
で
あ

ろ
う
こ
と
か
ら
、
ダ
ム
の
中
央
に
轆
轤
を
設
置
す
る
こ
と
も
難
し
か

ろ
う
。
そ
こ
で
、
両
岸
に
轆
轤
を
設
け
て
各
々
の
ロ
ー
プ
を
一
つ
の

船
に
ひ
っ
か
け
、
二
つ
の
轆
轤
を
同
時
に
回
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ダ
ム
の
中
央
を
垂
直
に
船
を
引
っ
張
り
上
げ
る
方
法
を
考
案
し

た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。    

    

２ 

閘
の
構
造
と
邵
伯
閘 

 

閘
は
、
水
門
と
水
路
を
設
け
、
水
位
を
人
為
的
に
上
下
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
水
位
の
異
な
る
区
間
相
互
の
船
を
通
過
さ
せ
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
パ
ナ
マ
運
河
方
式
の
「
せ
き
」
で
あ
る
。    

 

具
体
的
に
は
、
上
流
側
と
下
流
側
に
一
つ
ず
つ
計
二
本
の
ダ
ム
を

築
き
、
各
々
そ
の
一
部
に
水
門
を
設
け
、
上
流
側
と
下
流
側
の
水
門

を
水
路
で
結
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
下
流
側
か
ら
上
流
側
に
航
行
す
る

場
合
を
例
に
取
る
と
、
そ
の
方
法
は
次
の
よ
う
に
な
る
（
図
２
）。    

  

①
下
流
に
向
け
て
航
行
す
る
船
が
、
水
路
を
出
る
。    

 

②
閘
の
下
流
側
で
待
機
し
て
い
た
船
が
、
水
路
内
に
入
る
。    

  

③
下
流
側
の
水
門
を
閉
じ
、
次
に
上
流
側
の
導
水
路
を
開
い
て
、 

 

上
流
の
水
を
少
し
ず
つ
水
路
内
に
入
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、 

 

水
路
内
の
水
位
が
上
が
り
、
上
流
側
の
水
位
と
一
致
し
た
時
点 

 
 

 

で
自
然
に
水
位
の
上
昇
が
止
ま
る
。    

  

④
上
流
側
の
水
門
が
開
き
、
船
が
水
路
を
出
る
。    

 

下
流
に
向
か
う
場
合
は
逆
の
過
程
で
行
う
。
若
干
異
な
る
の
は
、

水
位
を
下
げ
る
た
め
、
下
流
側
の
導
水
路
を
開
い
て
、
水
路
内
の
水

を
下
流
に
放
流
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。    

 

運
河
の
流
下
が
一
方
向
な
の
で
、
パ
ナ
マ
運
河
の
よ
う
に
ポ
ン
プ

で
水
を
汲
み
上
げ
る
必
要
は
な
い
。
必
要
な
動
力
は
、
水
門
と
導
水

門
の
開
閉
に
用
い
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。    

  

閘
は
堰
に
比
べ
て
、
船
を
損
傷
し
な
い
、
乗
客
や
貨
物
を
い
ち
い

図２ 閘のシステム 
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ち
降
ろ
す
必
要
が
な
い
な
ど
の
点
で
優
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
北

宋
代
、
特
に
一
一
世
紀
代
に
堰
は
閘
へ
と
続
々
と
改
修
を
受
け
て
い

き
、
最
終
的
に
揚
州
―
杭
州
間
は
全
て
閘
に
代
え
ら
れ
た
（
青
山
定

雄
『
唐
宋
時
代
の
交
通
と
地
誌
地
図
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
）。    

 

成
尋
が
旅
し
た
の
は
、
閘
が
堰
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
い
く
、
こ
の

変
化
の
時
期
に
ち
ょ
う
ど
当
た
り
、
そ
の
た
め
『
参
天
台
五
台
山
記
』

に
は
堰
も
閘
も
そ
の
様
相
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
南

宋
代
の
紀
行
文
で
あ
る
『
北
行
日
録
』『
入
蜀
記
』『
呉
船
録
』
に
は
、

堰
を
越
え
た
と
い
う
記
述
が
な
く
、
全
て
閘
に
切
り
替
え
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。『
参
天
台
五
台
山
記
』
が
日
本
人
の
記
録
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
宋
代
交
通
史
の
重
要
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
由
縁
で
あ

る
。    

 

余
談
に
な
る
が
、
中
国
人
が
も
の
し
た
紀
行
文
類
に
は
堰
や
閘
の

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
詳
し
い
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。「
○
月
○
日
に

○
○
堰
（
閘
）
を
通
過
し
た
」
と
い
う
程
度
の
記
録
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
人
に
と
っ
て
堰
や
閘
の
存
在
は
ご
く
当
た
り

前
の
こ
と
で
あ
り
、
詳
し
く
記
述
す
る
必
要
性
を
感
じ
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
日
本
か
ら
来
た
旅
人
の
目
に
は
、
堰
や
閘
は

先
進
的
な
文
物
に
映
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
な
に
よ
り
物
珍
し
か
っ
た

に
違
い
な
い
。
そ
の
た
め
成
尋
は
、
堰
や
閘
を
通
る
度
に
詳
し
い
記

録
を
残
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
も
、
結
果
的
に
、『
参
天
台
五

台
山
記
』
の
史
料
と
し
て
の
重
要
性
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
。    

  

さ
て
、
中
国
出
発
前
に
、
こ
の
『
参
天
台
五
台
山
記
』
を
読
み
進

め
て
い
く
内
に
、
う
ま
く
理
解
で
き
な
い
記
述
に
遭
遇
し
た
。    

    

（
史
料
４
）『
参
天
台
五
台
山
記
』
煕
寧
五
年
九
月
十
四
日
条    

天
晴
。
卯
時
出
船
。
辰
時
至
邵
伯
鎮
止
船
。
従
船
前
捧
幡
打
厮
羅
伎

楽
數
十
人
渡
邊
祭
神
人
云
々
。
未
時
開
水
門
二
所
了
。
次
開
一
門
出

船
了
。
子
時
過
六
十
里
至
高
縣
。
廣
大
縣
也
。
北
去
楚
州
寶
應
縣
堺

五
十
五
里
南
去
江
陽
縣

三
里
。
揚
州
有
六
縣
。
江
陽
縣
・
天
長
縣
・

六
合
縣
・
高
郵
縣
・
海
陵
懸
・
揚
子
縣
也
。
揚
州
去
東
京
一
千
五
百

里
。
南
行
一
千
四
百
五
十
里
有
台
州
。
七
時
行
法
了
。    

      

邵
伯
鎮
は
、
揚
州
か
ら
大
運
河
に
沿
っ
て
北
へ
約
30
㎞
ほ
ど
行
っ

た
地
点
に
位
置
す
る
。
現
在
で
も
、
全
く
同
じ
名
前
の
町
が
存
在
す

る
。
こ
の
地
の
「
せ
き
」
は
、
水
門
云
々
と
あ
る
の
で
、
閘
シ
ス
テ

ム
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。    

 

理
解
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
最
初
の
水
門
が
二
つ
あ
り
、
次
の
水

門
が
一
つ
で
あ
る
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
成
尋
は
下
流
側
（
南
）
か

ら
上
流
側
（
北
）
に
進
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
解
釈
す
れ
ば
、

下
流
側
に
二
ヶ
所
の
水
門
が
、
上
流
側
に
一
ヶ
所
の
水
門
が
存
在
す

る
こ
と
に
な
る
。
机
上
で
い
く
ら
考
え
て
も
、
ど
の
よ
う
な
構
造
な
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の
か
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
幸
い
「
平
成
の
遣
唐
使
」
の
歩
行
ル

ー
ト
上
、
し
か
も
邵
伯
鎮
は
宿
泊
予
定
地
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
地

の
閘
を
見
学
で
き
な
い
か
と
秘
か
に
考
え
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
今

で
も
閘
が
存
在
す
る
か
、
あ
っ
た
と
し
て
も
見
学
で
き
る
か
、
出
発

前
ど
こ
ろ
か
邵
伯
鎮
に
入
る
ま
で
全
く
未
知
数
の
事
柄
だ
っ
た
の
で

あ
る
。    

 

と
こ
ろ
が
、全
く
の
偶
然
か
ら
幸
運
に
恵
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

邵
伯
鎮
は
小
さ
な
町
で
、
外
国
人
が
宿
泊
で
き
る
ホ
テ
ル
の
類
が
全

く
無
い
。
そ
こ
で
中
国
側
が
用
意
し
た
宿
泊
施
設
が
、
な
ん
と
「
邵

伯
閘
」
が
視
察
者
用
に
備
え
て
い
る
招
待
所
（
規
模
の
小
さ
な
ホ
テ

ル
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
事
前
ど
こ
ろ
か
閘
に
着
く
ま
で

日
本
側
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
私
も
、
邵
伯
鎮
到
着
後
に
運
河
関

係
の
施
設
に
泊
ま
る
と
は
聞
い
た
が
、案
内
さ
れ
て
閘
に
着
く
ま
で
、

閘
の
ま
さ
に
そ
の
中
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
予
想
だ
に
し

な
か
っ
た
。    

 

私
は
、
こ
の
幸
運
を
全
面
的
に
活
用
し
、
邵
伯
閘
の
調
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
閘
の
構
造
や
運
用
方
法
が
よ
り
深
く

理
解
で
き
た
し
、
先
の
『
参
天
台
五
台
山
記
』
の
記
述
の
疑
問
も
解

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。    

 

邵
伯
閘
の
構
造
は
、図
３
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。ポ
イ
ン
ト
は
、

水
路
が
二
本
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
邵
伯
閘
で
成
尋
は
、
ま
ず
下
流

側
に
あ
る
二
ヶ
所
の
水

門
が
開
く
の
を
目
撃
し

た
と
思
わ
れ
る
。「
水
門

二
所
を
開
き
了
ぬ
」
と

い
う
文
章
で
あ
る
。
次

に
成
尋
が
乗
っ
た
船
が

二
つ
の
閘
内
水
路
の
う

ち
の
ど
ち
ら
か
に
進
入

し
、
そ
の
後
、
上
流
側

の
水
門
が
開
く
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ

は
現
地
を
観
察
し
て
初

め
て
知
っ
た
こ
と
だ
が
、
閘
内
水
路
に
入
っ
た
船
か
ら
は
、
隣
の
水

路
の
様
子
が
全
く
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
成
尋
が
目

撃
で
き
た
上
流
側
の
開
門
は
、
自
分
の
船
が
入
っ
た
水
路
の
も
の
だ

け
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
次
に
一
門
を
開
き

て
船
を
出
し
了
ぬ
」
と
い
う
記
述
に
な
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

実
際
に
は
上
流
側
水
門
も
二
ヶ
所
存
在
し
た
が
、
成
尋
が
目
撃
し
た

の
が
、
そ
の
う
ち
の
一
ヶ
所
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
に
解
釈
す
れ
ば

よ
い
。    

  

こ
の
「
発
見
」
の
他
に
も
、
現
在
の
閘
長
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
話

図３ 邵伯閘のシステム 
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を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、
一
九
三
〇
年
代
ま
で
、
水
門
の

開
閉
は
実
際
に
人
力
で
行
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。    

 

ま
た
、
現
在
の
邵
伯
閘
も
そ
う
で
あ
る
が
、
水
門
が
水
平
方
向
に

動
い
て
、
左
右
に
開
閉
す
る
こ
と
も
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
現
地
を

訪
れ
、
閘
長
に
話
を
聞
く
ま
で
は
、
上
下
に
開
閉
す
る
と
勝
手
に
想

像
し
て
い
た
の
で
あ
る
。    

  

研
究
テ
ー
マ
の
関
係
上
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
私
の
重
要
な
研

究
方
法
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
現
地
を
見
る
こ

と
に
よ
っ
て
こ
れ
ほ
ど
鮮
や
か
に
史
料
を
解
釈
で
き
た
の
は
、
私
に

と
っ
て
も
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
。
ま
さ
に
、「
百
聞
は
一
見
に
如
か

ず
」
で
あ
る
。
意
を
強
く
す
る
と
と
も
に
、
必
要
と
な
れ
ば
万
難
を

排
し
て
も
「
見
に
行
く
」
こ
と
が
大
切
だ
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
体

験
で
あ
っ
た
。    

 

二 

大
地
に
刻
ま
れ
た
大
運
河
の
痕
跡 

 

現
在
残
っ
て
い
る
大
運
河
は
、
元
代
以
降
の
歴
代
王
朝
が
首
都
を

北
京
に
置
い
た
の
に
伴
っ
て
造
ら
れ
、
整
備
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
運
河
は
北
京
周
辺
と
江
南
地
方
を
結
ぶ
も

の
で
あ
り
、
淮
河
以
北
の
ル
ー
ト
は
隋
〜
宋
代
の
も
の
と
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。    

 

そ
れ
で
は
、
隋
〜
宋
代
に
存
在
し
た
黄
河
―
淮
河
間
の
運
河
は
、

現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
い
っ
て

し
ま
う
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
あ
の
広
い
大
地
に
文
字
通
り
埋
没

し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。    

 

「
平
成
の
遣
唐
使
・
踏
査
隊
」
に
学
術
調
査
担
当
と
し
て
参
加
し

た
私
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
が
、
こ
の
埋
没
し
た
運
河
の
痕
跡
を
探
し
、

そ
の
ル
ー
ト
を
復
原
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
実
際
の
遣

唐
使
達
は
、
こ
の
運
河
を
使
っ
て
長
安
や
洛
陽
に
向
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。    

 

出
発
前
の
調
査
で
は
、
各
種
の
研
究
書
や
歴
史
地
図
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
の
ル
ー
ト
を
推
測
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
。
こ
れ
は
、
運
河
痕
跡
の
現
地
調
査
を
行
う
た
め
に
必
要
だ
っ

た
ほ
か
、「
平
成
の
遣
唐
使
・
踏
査
隊
」
が
歩
く
コ
ー
ス
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
推
測
」
は
、
一

種
の
賭
け
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
推
測
を
は
ず
し
て
し
ま
う
と
、
様
々

な
事
情
か
ら
行
動
の
自
由
が
き
か
な
い
中
国
の
広
い
大
地
で
は
、
調

査
の
挽
回
を
図
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。ま
た
、

ル
ー
ト
を
間
違
え
て
し
ま
う
と
、「
平
成
の
遣
唐
使
」
の
「
正
統
性
」

に
も
影
響
し
か
ね
な
か
っ
た
。    

 
幸
い
運
河
が
経
由
す
る
都
市
や
町
は
ほ
ぼ
判
明
し
て
お
り
、
そ
の

お
お
よ
そ
の
ル
ー
ト
も
各
書
で
一
致
を
見
て
い
た
。
ま
た
、
事
前
調

査
で
は
、
先
行
研
究
が
気
づ
い
て
い
な
い
新
し
い
材
料
を
得
る
こ
と

も
で
き
た
。
そ
れ
は
、
運
河
の
痕
跡
と
見
ら
れ
る
「
白
い
」
ラ
イ
ン

    

----    8    ----    

が
、
衛
星
写
真
に
写
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
使
用
し
た
衛
星
写
真

は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
ラ
ン
ド
サ
ッ
ト
で
撮
影
し
た
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、

中
国
科
学
院
地
理
研
究
所
が
一
九
八
〇
年
六
月
に
編
集
し
た
、
中
国

全
土
の
衛
星
写
真
集
の
う
ち
の
一
葉
で
あ
る
。
こ
れ
に
写
っ
て
い
た

ラ
イ
ン
上
に
は
現
在
運
河
が
通
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
こ
の
ラ
イ
ン

は
道
路
と
し
て
は
太
す
ぎ
た
。
そ
し
て
こ
の
ラ
イ
ン
は
、
運
河
が
存

在
し
た
と
想
定
さ
れ
る
ル
ー
ト
と
、ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。    

 

以
上
の
よ
う
な
事
前
調
査
を
経
て
現
地
調
査
に
臨
ん
だ
の
だ
が
、

当
初
は
な
か
な
か
成
果
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
一
つ
に
は
、
江
蘇
省

泗
洪
県
と
安
徽
省
宿
州
市
と
の
間
は
、「
未
開
放
地
区
で
あ
り
治
安
上

問
題
が
あ
る
」
と
い
う
理
由
で
、「
平
成
の
遣
唐
使
」
の
歩
行
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
間
は
、
約
一
〇
〇
㎞
を
車
で
一

気
に
移
動
し
た
わ
け
で
、
流
れ
る
風
景
を
観
察
す
る
ぐ
ら
い
の
こ
と

し
か
で
き
な
か
っ
た
。    

 

最
初
の
成
果
が
あ
っ
た
の
は
、
安
徽
省
宿
県
行
署
教
育
委
員
会
の

陳
克
香
氏
の
案
内
で
、
宿
州
市
東
郊
を
調
査
し
て
い
た
際
の
こ
と
で

あ
る
。旧
運
河
を
踏
襲
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
道
路
上
で
、偶
然
、

工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
工
事
に
よ
っ
て
掘
り
返
さ
れ
て

い
る
土
の
色
が
「
真
っ
白
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
陳
氏
の
解
説
に
よ

る
と
、「
周
辺
の
土
地
の
土
は
黒
い
が
、
旧
運
河
上
に
は
白
い
土
が
堆

積
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
衛
星
写
真
に
運
河
痕
跡
が
白
く

写
っ
て
い
た
理
由
は
、
こ

れ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
、
黄
河
か
ら
水
を

引
い
て
い
た
た
め
、
黄
河

を
流
下
し
て
く
る
黄
砂
が

運
河
に
も
流
れ
込
み
、
そ

れ
が
堆
積
し
て
運
河
が
埋

没
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、

現
在
の
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。    

 

こ
の
成
果
は
、
推
定
ル

ー
ト
に
誤
り
が
な
か
っ
た

こ
と
を
裏
付
け
る
と
と
も
に
、
新
た
な
現
地
調
査
方
法
を
提
示
し

て
く
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
た
な
調
査
方
法
と
は
、
白
い
土
を
探

す
こ
と
で
あ
る
。
白
い
土
と
黒
い
土
の
境
目
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
な
ら
ば
、
な
お
良
い
。    

 

こ
の
後
、
宿
州
市
と
河
南
省
永
城
県
の
間
に
お
い
て
、
続
々
と
旧

運
河
の
痕
跡
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
は
、

現
在
の
大
地
上
に
、
ま
る
で
蒲
鉾
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ
た
帯
状
の

土
地
が
見
出
せ
る
場
合
で
あ
る
（
写
真
１
）。
こ
れ
は
、
推
定
ル
ー
ト

上
に
お
い
て
断
続
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
お
そ
ら
く
は
、
旧
堤
防

写真１ 
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の
頂
上
だ
け
が
大
地
上
に
頭
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。    

 

も
う
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
現
在
続
々
と
掘
ら
れ
て
い
る
土
取
り

坑
に
、
堤
防
の
断
面
な
ど
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
土
取
り
坑
は
、
昨
今
の
中
国
の
経
済
成
長
に
伴
っ
て
需
要
が
増
え

て
い
る
、
レ
ン
ガ
用
の
土
や
、
建
築
物
の
基
礎
に
使
わ
れ
る
土
砂
を

取
っ
た
後
に
残
っ
た
坑
で
あ
る
。
元
々
は
農
地
で
、
土
を
取
っ
た
後

は
、
水
を
張
っ
て
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
養
殖
池
に
利
用
さ
れ
る
場
合
が
多

い
と
い
う
。    

 

宿
州
市
五
舗
鎮
西
郊
の
土
取
り
坑
で
は
、
写
真
２
の
よ
う
な
断
面

が
観
察
で
き
た
。
こ
こ
で

は
、
台
形
状
の
黒
土
層
が

認
め
ら
れ
、
そ
の
北
側
に

は
白
土
が
堆
積
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
白
土
層
に
は

貝
殻
の
堆
積
も
認
め
ら
れ

た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

台
形
の
黒
土
層
が
、
こ
の

土
地
の
土
で
造
っ
た
堤
防

で
、
白
土
層
が
旧
運
河
に

堆
積
し
た
黄
砂
と
考
え
ら

れ
る
。
土
取
り
坑
の
大
き

さ
の
関
係
で
、
反
対
側
の
堤
防
痕
跡
は
見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
運
河

の
幅
が
二
〇
ｍ
以
上
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。    

 

永
城
県
東
郊
で
は
、
巨
大
な
土
取
り
坑
の
中
に
取
り
残
さ
れ
た
堤

防
上
の
盛
り
土
を
発
見
し
た
（
写
真
３
）。
現
地
の
作
業
員
の
話
に
よ

る
と
、
こ
の
盛
り
土
部
分
は
、「
や
た
ら
に
堅
く
て
掘
り
に
く
く
、
土

質
も
違
う
の
で
採
掘
す
る
の
を
や
め
た
」
結
果
、
残
っ
た
も
の
だ
そ

う
で
あ
る
。
土
が
堅
い
の
は
、
堅
牢
に
造
ら
れ
た
堤
防
の
遺
構
で
あ

る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
ま
た
、
土
質
が
違
う
と
い
う
点
も
、
そ
れ

を
補
強
す
る
材
料
と
い
え
よ
う
。    

 

こ
の
永
城
県
東
郊
の
土

取
り
坑
で
は
、
白
磁
の
破

片
―
茶
碗
状
の
白
磁
の
下

半
分
―
を
採
取
す
る
こ
と

が
で
き
た
。「
平
成
の
遣
唐

使
・
踏
査
隊
」
通
訳
担
当

隊
員
で
、
中
国
陶
磁
器
に

詳
し
い
宋
小
凡
氏
（
江
西

省
海
外
旅
遊
総
公
司
日
本

部
部
長
）
の
解
説
に
よ
る

と
、
宋
代
の
江
南
産
の
白

磁
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

写真２ 

写真３ 
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れ
も
、
こ
の
地
を
大
運
河
が
通
っ
て
い
た
こ
と
の
一
つ
の
証
左
に
な

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
付
近
の
土
取
り
坑
で
は
、
磁
器
・
玉
・
剣

な
ど
が
出
土
し
た
が
、密
売
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
も
聞
い
た
。    

 

永
城
県
以
西
で
は
、
蒲
鉾
状
の
堤
防
痕
跡
も
見
あ
た
ら
ず
、
ほ
と

ん
ど
運
河
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。堆
積
量
が
多
く
、

現
在
の
大
地
に
完
全
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
推
測
し
て
い
る

が
、
確
実
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
こ
の
付
近
に
限
ら
ず
、
旧
運
河 

の
発
掘
調
査
が
今
後
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。    

     

以
上
が
、「
平
成
の
遣
唐
使
・
踏
査
隊
」
に
参
加
し
た
私
の
調
査
記

録
で
あ
る
。
一
読
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
成
果
や
デ
ー
タ
は
ま

だ
ま
だ
少
な
く
、か
つ
ま
と
ま
り
に
欠
け
て
い
る
。機
会
が
あ
れ
ば
、

再
び
調
査
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。 


